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面オｰスト

ラリアの鉄鉱石

1960年代の10年間は西オｰストラリアの鉱物史にとっ

て最も重要た時である.鉄鉱石はその代表的なものの

一つである.1890年頃の金の発見が動機となり鉄鉱

床の発見も大いに進みまたこの10年間鉄鉱石に対して

莫大た資本投下が行政われ酉オｰストラリアの鉄鉱床

の全ぼうが明かにされFe60%以上の高品位鉄鉱石の

埋蔵量は5億トン以上と見積られ第1表のごとくブ

ラシノレ･ソ連･カナダ･インドだとの世界有数の鉄鉱石

埋蔵国のものに比べられるようになった.

第1表�世界主要国鉄鉱石埋蔵量���

国�名�埋蔵量(10億トン)�1�鉄分%

北*合衆国�117.7�20-60��

オｰストラリア�16.2�55-68��

ブ�ラシ�ル�28,4�40-66

カ�ナ�ダ�28.4�22-60+

イ�ン�ド�21.9�55-60+

ソ�連�92.4�く40-46く�

■����

第1表世界王要国鉄鉱石埋蔵量

北米合衆国鉱山局資料

酉オｰストラリアの鉄鉱石輸出港から世界第3の大鉄

鋼生産国あ日本までの海上輸送距離が約&400km以上

であって他の世界大鉄鉱床より比較的近い(第2図参

照).1兆円以上の価格の鉄鉱石とそのペレットの3

億トン以上が日本に対して売却されている.

宮本弘道編

第3表面オｰストラリアのおもな鉱床と

その輸出港との内陸輸送距離kIn

鉄鉱床名�輸出港�内陸輸送距離kn1

コｰノレスワｰジイ�ポｰトヘッドブンド�

(Go1d富wo地y)�(Po打He杣and)�112

ニミンガラ(Ni㎜言nga冊)�デフチ島(DepuchIs)�120

ロｰブ川(RobeRiver)�ケｰブプレストン�

���偲�瑯温��

ノ･マｰスレイ��

(Hamersley)ブロツクマン山�キングベェイ(Ki㎎Bay)�272

(Mt.Bτ㏄kma工･)ダッククリｰク�〃〃�277△

(DuckCreek)クラリングピｰク�〃〃�322△

(Ta1eringPeak)�ゲラルドトン(Geraldt㎝)�223

コｰラノｰカ��

(Koolanooka)�〃〃�233

ウインタｰリング��

(Winderi口g)ジャクソン山�フレマントル(Fremmtle)�537

(MtJackson)�〃〃�494

��■

第2表主要国の鉄鋼業設備投資推移(10億円)

出所:科学技術庁資料△印は海外製鉄原料委員資料
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であった探検カミ現在では再び要求され今日できるよう

になった.この開発は日本の製鉄業の需要に対して無

関心であり得ない位にむすび付いている.ヘッドラン

ド(Hedland)かダンピア(Dampier)かの港から京浜ま

での距離が約6,200しmである.それはヤンピイサ

ウンド(YampiSomd)からニュｰカッスル(Newcast1e)

のオｰストラリアの製鉄所までの距離に比し約1,600

km長い.したカミって最初の輸出開発は日本に100

%関係していたが鉄鉱石需要増加の世界状勢では大

規模の欧州消費者カミ西オｰストラリアの鉄鉱石輸入を計

るこ≒は明白である.西オｰストラリアの鉄鉱石に関.

して欧州石炭鉄委員会は1955年要求の33%1946年

55%を輸入した.1970年65%の輸入が期待されるだろ

アメljカ

出所;日本鉄鋼連盟資料

出荷と契約

西オｰストラリアの鉄鉱床は付近の海港より150km

以上離れた交通不便の遠隔の地域に存在するもの多く

(第3表参照)気候はしばしば苛酷で水の不便な所

が多いまた海港までの交通は長く快的なところはわず

かしか扱い.したがって開発はすべてにおいて大規

模に準備されねばならぬ状態にある.10年前に不可能

ソ蓮

西ドイツ

イギljス

フフンヌ

日オ

ペルギｰ

イクリア

ｰ956575茗6皿伽62646566

第1図主要国粗鋼生産:の推移
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う.1975年の輸入に関してはアメリカによるもの44

百万トン英国によるもの25百万トンと予想されそれ

らに比べて欧州石炭鉄委員会によるものが83百万トン

と推定されねば荏らぬであらう.

第4表酒オrストラリアの鉄鉱石

推定出荷量(百万トン)

産地�1966�1967�1968�1969�1970�1971�1972

コｰラノｰカ丘�0,5�O.55.�0.60�O.65�0.70�O.70�O.70

ゴｰルドワｰジイ�1.5�2.50�2.60�2.50�2.50�2,50�2.50

ハマiスレイ�1.3�2.67�3.34�4.00�4.00�4.OO�4.00

ノ､マｰスレイペレット�.�一�1.oo�工.oo�1.00�1.oo�王.OO

ロッカトｰ･コｰラン11�0.5�O,75�1.00�1.oo�1.00�i�一

マウントニュｰマン組合121�.�一�O.10�3.OO�6.00�7.50�9.oo

デｰブデェル･ロｰブ�.�1�.�■�･��

ペレット倒������1.OO�2.OO

(1)Cockatoo･Koolan(2)M川e㎜anConso討i㎜

���灤��副�

オｰストラリアンインベストメントサｰビィス

〔(Austra1ianInvestmentService)アイロンボッタア

会社〔IronPOtterCo.)〕か22ヵ年以上にわたって1億

トンのニュｰマン山の契約を分析した.その結果そ

の鉄鉱石の価格がトン当り積出港本船渡しで3,700円と

狂る.運賃(船)の差別を考えると日本に輸出された

鉄鉱石中西オｰストラリア鉄鉱石が他の国の鉄鉱石よ

りは低廉であると考えられるものが多い.しかし

位置図

5ぐ本篇に引用した鋤ヒ鉱』末
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籾仰r

酉オｰストラリア鉄鉱石の積出港本船渡しの価格はた

とえば比較されるブラジル鉄鉱石より約20%高く要求さ

れているといわれるが買手も売手も共に西オｰストラ

リアの現価格に対して満足Lなければならぬと思われる･

次の価格は日本の接岸本船出渡しの世界鉄鉱石価格で

あるといわれそれは多数の因子によって自然的影響を

受けている.アフリカ5,680円インド5,290円南

アメリカ5,290円北アメリカ5,140円オｰストラリ

ア4,500円マレｰシア4,360円ゴア(インド)

4,140円

沿革と地質

探鉱者は西オｰストラリアにおいて4帯の鉄鉱床を発

見した.すべての鉄鉱石は原生代または太古代の時代

の水成岩に関係したものがその水成岩から導かれたも

のかである.1888年にはすでに達見の政府地質技師は

鉄鉱石に対する西オｰストラリアの潜在性を認めていた｡

西オｰストラリアの北酉部について報告書中にウッドワ

アｰド(P-W00dward)が｢全世界に供給する程十分

な鉄鉱石が埋蔵する｣と記している.オｰストラリア

自身の製鉄業の供給を維持するために1938年オｰスト

ラリア連邦政府によって鉄鉱石輸出に関する法律か決め

られたからして鉄鉱床の真の大書きについて何も知ら

れてい桂かった.19世紀中にはヤンピィサウンド鉱

床からの鉄鉱石漂石が小形船荷御用として使用されたに

過ぎ狂い.1907年に始った交易の土台とたった鉱石採

掘場の操業か数回試みられた.豊富な鉱物は必ずしも

鉱石的価値を有するもので粗いことが消費と他の因子

から示された.そのためコッカトｰ島の鉄鉱床が生

産鉱床となったのはようやく1951年からである.

西オｰストラリアにおいて鉄鉱石からなる高さ60㎜の

位置図

1.ウイントハム

2.ポンペイスピラｰ

3.コｰラン島

4.コッカトｰ島

5.イルビン島

6Iヤンビサウンド

7.ダｰビイ

8.ポｰトサイドスリｰ

9.ニミンカン

ユO.ゴｰルドワｰジイ

11.ゴｰルドワ}ジイ山

12.ヤリｰ

ユ3.ポｰトヘッドランド

14､ポｰトネルソン

ユ5､ダンピア(キング湾)

16.ケｰププレストン

ユ7.マウントニュｰマン

18.ブロヅクマン山

19.ブルｰス山

20.ダｰククリｰク

21.ユニド山

22.ロｰブ川

23.クラリングピｰク

24.ムルレワ

25.ゲラルドトン

26.モラク

27.コｰラノｰカ

28.ギブソン山

29.ウビン

30.シャツクソン山

31.ウインタリング

32.ブンカビルン

33.コｰリヤノビング

34.ササiンクロス

35.カルゴｰリｰ

36.ノルサム

37.フレアントル

38.クイナナ

39.アウグスタ

40.スコット川

41.デフチ島�
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策5表

肩本に対しての西オｰストラリアの鉄鉱石･ペレットの最初の契約と条件

操業会

社

ウエスタンマイニング全社

(WestemM1n1㎎Cor

偏牡瑩潮�

ゴｰルドワｰジイマイン

ニング会社

(Go1dswo舳yMining

側��浩��

ノ､一マｰスレイアイロン

会社

(H㎜…1･yI･㎝Pty,

�浩��

マウントニュｰマンァ

イロンオァ会社

(MountNewm㎜Iron

○爬Co血pa1町)

タリフスウエスタンオ

ｰストラリアンマイニン

グ会社

(C雌sWestemAus缶ai帥

M1…niηgCo.PtyLi耐ユ三ted)

ダンビァマイニング会社

(Dampie■1M1ini口gCo.

�浩��

鉱山名

コｰラノｰカ

ゴｰルドワｰジイ山

トムプライス山

(Mt.To皿Price)

ホエｰルバック山

�琮��敢慣�

ロｰブ川のユニド

(Enid)山鉱床

テｰプデェｰルコッ

カトｰ島コｰラン島

契

約

5.1百万トン60%8年間塊状赤鉄鉱1966年

4月開始Fe1%に付き85円1962年1月調印

26,217百万円

ユ6.5百万トン64%赤鉄鉱1966年4月より7

年間65,092百万円

65百万トン64%塊状赤鉄鉱1966年開始16

年間Fe1%当り52円242,049百万円16百

万トン低品位鉱Feユ%当り73円74,059百万

円

1億トン1969年開始22カ年魏状赤鉄鉱(3-

O.6cm)3,777円(10一一0.6c㎜)3,693円(こま

かい物)3,016円契約価格330,624百万円最近

になり横み期1969年4月よリ15カ年間となる･

71.4百万トン63%鉄鉱看ペレット1968年開始

21カ年間Fe1%当り76円契約の全価格

353,141百万円

鉄鉱石ペレット約63,000トンの売却に対して日本

の製鉄会社との意向の手紙が認られた(日本鉄鋼

連盟の資料によれば対象鉱山はテｰプデエｰル

である)価格はまだ交渉されぬペレットは

ユ972年に始って7年間にわたって渡される△

荷港

グラルドトン

�敲��潮�

ポｰトヘッドランド

ダンピア

ポｰトヘッドランド

ポｰトヘッドランド

ボｰトヘッドランド

1景初の撒

�����

�����

����

備考:△コｰラン島から日本の製鉄会社へ鉄鉱石の試験出荷が計画された提案は第4表で示李れるような5カ年4.25百万トンの出荷に対して行な

われた日本録鋼連盟資料によると数量はO.6百万トンで積み期は1966年よリ1970年までになっている契約がある

岩壁を1952年ラングハンコック(LangHa,c.ck)が飛ハマｰスレイ欽州内に多くの褐鉄鉱'赤鉄鉱々床の賦存

行中に発見しさらに1年遅れて確認した.1959年当が明かにされた･1962年トムプライス山の発見にお

時連邦政府も州政府もこの広大な埋蔵物の存在を信じいて最剖点に達した･この時代において多くの貿易会

社群の要請もあったので州政府の鉱山部と地質調査所

なかった.その後多方面からの圧力によって輸出の

規制と鉄鉱床の所有カミ1960年1961年さらに1963年とは積極的に試錐を行ないいろいろな地域の鉄鉱床を調

変えられた.これが刺戟となって探査を希望するよう査評価したウェスタンマイニング会社は1959年に

おいて酉オｰストラリア南部のコｰラノｰカ丘のよう泣

になってその結果無数の鉄鉱床の発見となり発展

し真の鉄鉱石攻勢となった.既知鉄鉱床の探査を開始した･これとは別の所に比較

的に小さい赤鉄鉱露頭がありそれは非常に大きな磁鉄

ノ､ンコックの発見後地質技師ブルｰノキャンパナ

(BmnoCamp㎜a)博士によって調査され1961年には鉱々体をおおう鉱帽であることカミ分った現存のゴｰ

ルドワｰジイマイニン

ヂ`～鰍鴬膿:1年纂

カナダ査後に公式入札の地域は

あテ村ダらゴｰルドワｰジイ山の上I

池ザ＼モ∵㌶賦

､〆専ヂふく驚至篤簑㍗�
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園プロ･ソクマン鉄屑

鯛鉄鉱床

〵に

1』

十

岨0112『

珊.

第3図

望盲.フロッグマン鉄屑の分

且｡o^π

布図

世界鉄鉱石輸出港より京浜への海上輪送距離(km)

輸出港�海上輸送距離

西オｰストラリアゲラルドトトンGe正aldton�7,991

フレマントルFremantle�8,385

ポｰトヘッドランドPortHedland�7,061

ヤンピｰサウンドYa皿piSound�6,233

インドビシャガハダナンVish出hapatnam�8,319

ゴアGoa�9,526

マレｰシャハライPエai�6,ユ11

シンガポｰルSingapore�5,407

ブラジルビイトリヤVitoτia�2工,646(希望盗経由)

カナダテキサダTexada�8,128

ペルｰサンジュアンSanJuan�15,087

テリｰクルツグランデCru2Grande�17,145

2工,646(希望盗経由)

㈮

㌮

�

出所:科学技術庁資料

して同様にウエスタンマイニング会社は成功裡に

その地域に対して確かに入札を行柱った.

その間に強力た調査カミトムプライス山の東と酉のハ

マｰスレイ山脈において進められた.マウントニュ

ｰマンアイロンオア会社の支配のもとにオプサリミ

ァ(Opth･1ima)山脈の東端の埋蔵物カミ多くの優秀な赤鉄

鉱々床を含むことを発見した､トムプライス山の如

く世界において最大単一赤鉄鉱々床の1つであると思

われる.ホエｰノレバック山の上に注意が1963年まで

しぼられていた.ヤンピイサウンド地区の所有者で

あるブロｰクンヒノレプロパリェタリイ会社(B工｡友en

Hi11ProprietaryCompanyLi㎜ited)は酉扇形地区にお

いてロｰブ川谷の部分を正確に調べている.クリｰブ

ランドクリフスアイロンオァ会社(C1eveIandC雌s

I･㎝O･eCompany)はその子会社であるか同様に

同地区を先占していた.褐鉄鉱の巨大な鉱床は両全社

によって確められた.しかし最も目ざましい鉄鉱石

売却契約の調印に伴ってこの2年間中に有名に抵った

ものにギブソン(Gibson)山とニミンガラ(Nimingarra)

のような新鉱床がある.

､

{･雪

おもな鉄鉱区

1.キンバｰレイ

�業����

盆地の原生層地

ニュ岬ンI』給''蜘勧方:これらの

ホ』ルバツク山鉄鉱区は南北に

わたる原生代の

地層中に存在するそこでは酸化鉄が最初に古い磯の

線に沼うて濃集されたと見える

ピルバラ(Pilbara)の太古層地方:花嵩岩体間の普通

の鉄屑

ハマｰスレイ鉄区:典型的に化学沈澱物としてつくら

れた縞状先カンブリア紀岩層中の無変質の鉄屑

南中央太古代の楯状地:広大在メソ水成岩が花嵩岩･

片麻岩と共に含む鉄房

水成岩から誘導された鉄鉱石.しばしば別女に働い

ている合衆国とオｰストラリアの地質技師は今次の事

に関してかなりよく一致している.愛知のハマｰスレ

イ鉄鉱体は太古代と原生代の水成岩から誘導された.

したがって航空写真の構造解釈は非常に好都合な探査

道具となり構造規制は鉱体形成に関して最も重要なこ

とである.ヤンピイサウンド鉱床はこのほかにこ

れらと起源において異たる交代作用による部分も含まれ

る.ロｰブ川谷の豆石状褐鉄鉱の起源はジャスピライ

ト(Jaspi1ite)の風化により変質して2次的に化学沈

澱したものであることを個序の解釈によって明らかに

されている.

経済的に最も重要柾地方はハマｰスレイ鉄区で8つ

の原生代層カミ認められ全体の厚さは2,400mである.

そのうちのおもた鉄屑は3層(マラマンバアM1arra

Mamba･ブロヅクマン･ブｰルゲｰダBoolgeeda)で

ある.現在採掘の保証される鉱床はフロッグマンのみ

と考えられる.これは世界の先カンブリア紀時代の沈

澱鉄中最大濃集物である.

フロッグマンの鉄鉱床は頁岩層を伴う縞状チャｰト･

ジャスピライト層中に含まれる.鉄鉱物(赤鉄鉱･マ

ｰタイ･針鉄鉱)と石英と互層する葉片が数10cmの厚

さに達するジャスピライ縞をつくる.比較的厚いチャ

ｰト縞はまれに厚さユ5cm以上に達する.

各鉄層の起源は珍しい均一た温度･湿気･沈澱物供給�
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によって特色付けられた環境の化学沈澱物と信じられる.

元来の鉄沈澱物の交代作用と富鉱化作用によってつくら

れた後生的なものであるとその鉱石が考えられる.

ジャスピライトのンリカカミ選択的炉過によって水溶液と

なったと思われる.地層の他の部分から鉄の流動と

再分配によって鉄の品位は2,3倍に上昇した.

第6表面オｰストラリアのブロヅクマン鉄屑の

赤鉄鉱々床の推定埋蔵量(百万トン)

(出所:酉オｰストラリア地質調査所)

���埋蔵量��平均品位

鉱床�所有者����

��確定�確定推定�･･%1･･�

トムプライス�ハマｰスレイアイロン会社�201�542�64.0�O.05

ブ回ツクマン向斜��一6689267�1,000-i75�一60,258,259.O�一〇.12一■

ハマｰスレイ駅��62�75�60.O�O.12

ウイリウオリイ(Wee1三Wo11畳)背斜�二1一ルドワｰジイマイｰング会社�一�2,000�55-65�■

箒叢一�いろいろな所有者�'�1,000�55-65�一

1薫浄/�����

1.原生層のキンバｰレイ盆地最も重要な鉱床はダ

ｰビイ(Derby)の北140kmのヤンピイサウンドのコ

ッカトｰ島とコｰラン島にあξ.低水準以下のヤンピ

イサウンドの確定鉱量はFe64-66%60百万トンFe

55-60%1千万トン推定鉱量はFe54-67%55百

万トンですべて赤鉄鉱である.ウィンドノ･ム(Wynd･

ham一)の南約130kmにポンペイスピラｰ(Pompey's

Pi11ar)に鉄鉱床があり確定鉱量Fe59%1千万トン以

上で鉄鉱物は赤鉄鉱である.

2.ピルバラの太古癩地方ポｰトヘッドラン

ドの東110止mのゴｰノレドワｰジィ山の鉄鉱床は最も顕

著である.ゴｰルドワｰジィマイニング会社の所有

に属しFe65%以上の赤鉄鉱の確定鉱量は30百万トン

である.これと等しい量のFe54-64%の赤鉄鉱々石

が存在する.鉱石は数個のレンズをなして露出する.

おもなものは長さ約600m幅平均58mで一般に平原

水準上の上約60mの高さである.

3.ハマｰスレイ鉄区これはピルバラ地方約

8万平方kmの地域に関して近頃に適用された名称で

酉オｰストラリア鉄鉱石150億トンのうち140億ト

ンを含み世界的に有名になった.その地域はハマｰ

スレイ山脈とオプサノレミァ山脈を含む.ハマｰスレイ

山脈のブルｰス山(Bmce)(1,226m)は西オｰストラリ

アの最高の山である.ハマｰスレイ州において最も重

要な鉄屑はブロッマン鉄屑で若干の鉱石帯よりなり

その多くは2億トン以上の鉱石を含み全埋蔵量はFe

54-69%の赤鉄鉱および赤鉄鉱･褐鉄鉱の鉱石80億トン

を数える.ロｰブ川谷のような古い流水系の西端の鉱

床は主として豆石状褐鉄鉱よりなる埋蔵物でフロッグ

マン鉄屑から導かれる.その鉱床の形態に地卓型と峡

谷型の2種類がある.それぞれユニド(Enid)とシノレバ

ｰグラス(Si1verGユass)の各鉱床と呼ばれ前者は下

流後者は上流の各地方に発達する.

4｡南中央夫古代の楯状地この地域にはかなり

の鉄鉱床が散在しており長く知られたコｰリヤノビン

グ(Koo]yanobbi㎎)(赤鉄鉱･褐鉄鉱Fe62%50百万ト

ン)およびブンカノレビン(Bungalbin)(Fe58%60百万

トン)の鉄鉱床を含む.これらはダンピアマイニン

グ会社によって支配され前者は1950年以来パｰス近

くの州所有の木炭鉄工場に少量の鉄鉱石を供給した.

後者は前者の北西約65星㎜にあってサウサｰンクロ

ス(SOuthemCrOss)の北東約55kmに位置する.

ギブソン山鉱床はバｰスの北東約400kmに存在し

アイロンヒノレプロパリイエタリイ会社によって所有

され有望な状態である.現在の埋蔵量は赤鉄鉱Fe

6ト62%の10百万トンとペレット化に適する磁鉄鉱

Fe%の112百万トンである.ウェスタンマイニング

会社のコｰラノｰカ鉱床はゲラルドトンから約140Lm

の所にあり同じ群のクラリングピｰク(Ta11ering

Pe出)鉱床はゲラノレドトンの北東約130kmのクラリン

グピｰクに存在する.これらの地域は小さく赤鉄

鉱･針鉄鉱の鉱石Fe60-63%約10百万トンを共に含む

が輸送に対して非常によい所に位する.ウェスタンマ

イニング会社とその付属はまたシャツクソン(Jackson)

山(赤鉄鉱･針鉄鉱Fe62%30百万トン)を所有する.

パｰスの南320k皿のアウグスタ(Augusta)近くスコッ

ト(Scoの川においてミネラノレマイニングアンド

エクスポｰト会社(Minera1MiningandExportsPty.

Lim1ted)は海綿鉄生産に適する紅土質褐鉄鉱Fe38%

32百万トンを所有する.

開発

1.ウェスタンマイニング会社(WestemMini㎎

���慴�温

この会社はユ963年12月目本に対して1966年4月から

8年にわたって5.1百万トンの鉄鉱石売却契約をした.

最初の船荷2,600トンが1966年3月16目日本に向けて�
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第7表ノ､マｰスレイ赤鉄鉱･針鉄鉱の典型的成分

��錐孔核心��溝試料

成分�平均･1�範囲%��平均%1範囲･

Fe�60.70�47.80→6.60�62.30�56100一･67.40

卩���〉����〉㈮������

A1里03�1.30�0.10-O.50�2.20�1.70-4,90

倉�����������〳���

��〳��㈭�〴��������

TiO望�<O.10��〈O.10�

第8表面ノ･マｰスレイ豆石状褐鉄鉱の典型的成分

��ロｰべ川��ダッククリｰク

成分�平均%�範囲%�平均%�範囲%

䙥�����㈰����㌮住��㈰��住

SiO邊�5.OO�2.30-9.20�7.20�3.70-12.10

A1209�3.00�1.30-6.60�3,10一�1.60-4.70

P�O.06�0.02-0.11�O.04�一

S�O.09�O.02-O.1ユ�一�i

灼減�工O.40�9.50-12.70�12.20�10.20-13.20

���������〉������㈲

Mn�0.10�O.05-O.20�一�一

ゲラルドトンの港から出荷された.その会社は最初に

クラリングピｰク鉱床を採掘する計画であったがそ

の埋蔵量カミ3百万トンに過ぎないことが発見された.

その上西オｰストラリア政府との契約によってこの

会社はより短い鉄道支線を建設しなけれぱたらぬから

(タラリングの場合には53kmであるがコｰノラｰカ

ヒノレでは19k皿に過ぎない)実際にはコｰノラｰカ

ヒノレの鉄鉱石カミ最初に採掘開始されることになった.

そこには高品位の鉄鉱石が約7百万トン存在する.

酉オｰストラリア政府はその鉄鉱石開発を援助しそ

の手段としてゲラノレドトン港に鉄鉱石積込みの埠頭をつ

くり(以前は主として小麦と他の農産物を取り扱った)

港を87mまでの深さにした.契約の基礎品位はFe60

%.P0.15%でPの上限については0.20%である.

1966年の出荷計画は0.5百万トンで1970年には0.7百

万トンまでの予定に放っている.

コｰラノｰカヒノレは大平坦地域をざっと南北に走り

台地の上約100mの高さの山脈である.この地方は

どっしりした低いとげのある灌木におわれるために最

初の探鉱には非常に困難した.主要鉱石鉱物は針鉄鉱

で出荷契約は一20c㎜～十〇.6cmの大きさのFe60%鉄

鉱石を要求しており細粒(一0.6cm)は鉱山において貯

蔵し後に売却される.

直接の出荷鉱石に加えてコｰラノｰカ～タラリング

の山脈深い錐孔によって利用処理に適する鉄鉱石が非

常に大量に認められた.これは磁鉄鉱と石英･磁鉄鉱･

鉄閃石の混合物である.ウエスタンマイニング会社

とその仲間は北イルガルン(Yilgam)地方のジャックソ

ン山と北ウインタリングの各鉱床に対してもまた錐孔を

試みた.利用処理に適する非常に大量の低品位鉱石に

よって囲まれたFe60%の鉄鉱石の大量を確めた.将

来ペレット化工場のために利用される重要た天然ガスが

この州の数力所において発見された.

2.ゴｰルドワｰジイマイニング会社

(Go1dsworthyM三nhgP脈Li㎜ited)

平坦な地方に建設された長さ110kmに過ぎない標準

軌道によりこの会社は鉄鉱石を日本に出荷する.ボ

ｰトベッドランドにおいて鉱石運搬船のために水路

を深めるのに漢深カミ行なわれた.

ゴｰノレドワｰジイ山鉱体はオｰストラリアの南と酉の

工業地方から新鉱山のうちで最も遠いものである.故

に新鉄道開通まで長い時間カミかかりその間に鉱山は

採掘開発の設備が進められた.年産4百万～5百万ト

ンの出荷計画のためすべて準備された.現存の契約

では年2.5百万トンの最大出荷割合いは1967年の中頃

に達せられるだろう.採掘はゴｰルドワｰジイ山の頂

きにおいて開始された.その山は平原水準まで削られ

多分時によりそれ以下にもなる.出荷用鉄鉱石とし

て一6.4～十1.3cmの大きさのものをっくり1.3cm

ふるい以下はすべて現在貯えられる.

3.ハマｰスレイアイロン会社(Hamersley

IronPty.Li皿ited)

トムブライ山において現在日産2万トンの鉱石か採

掘可能である.これは年産5.5百万トンか時間当り

1,400トンかの鉱石の採掘破砕能力に等しい.これが

ノ･マｰスレイアイロン会社をして新鉄鉱業会社のうち

で最大のものにしている.この高い採掘割合を獲得

するのに約2年かかり年産2百万トンのペレット新工

場が完成されキング湾(KhgBay)のダンピアにおい

て操業することが保証されることになり新鉄道はこの

量の数倍を容易に輸送することができる.

ハマｰスレイの名称は非常に多く大鉄鉱体を含む低い

凹凸の多い山脈からきている.ハマｰスレイ山脈は18

61年探査者グレゴリイ(RTGregory)によって発見

された一合のトムプライス山鉱体は1962年9月に発

見された.その鉱床の大潜性を評価した最初の一人に

カイザアステｰル会社(KaiserStee1Company)副社

長トムプライスがあった.その後長い間その鉱床

はトムプライイス山鉱体と命名されていた.

トムプライス山の鉱床は平均幅およそ0.8km長さ

約6kmにわたって広カミり赤鉄鉱5億トンを含むと見�
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積まれる.鉱体の多くは鉄質頁岩の薄層と互層する赤

鉄鉱層からたり厚さ45～60mの橿曲した鉱床である.

ダイヤモンド錐孔機によってうがっ最大の厚さは今まで

のところ100mで最大の深度は130㎜である.

次の分析が典型的なものとして引用される.

成分Fe

塊%64.O

+8cη1-40c!n

細粒%一ユ3c㎜63.O

�

��

��

�椰㉁��千態�

O.053一β02,500-010,050.0030.007

�〵��㈬����〵�〰㌰��

M1n他の金属合計灼沸00℃遊離湿度

0,010,061.8工.0

0･010･062･2.3-0

採掘は中央鉱体の北酉側のいただきにおいて始まった.

その位置は海準面の上950⑫の所である.中央鉱体は

約N45.Wに走る.表面近くの鉱石は破砕し割れて

自然物と混合しているから早期採掘においてたくさん

の再破発を必要とした.柔い土状赤鉄鉱は不規則な大

きさと形の密実鉱よりなる漂石と混じっている.

4.ダンピアマイニング会社(Dampier

�楮权漬�浩��

ブロｰクンヒルブロプリエタリイ会社は西オｰス

トラリアの最古の鉄鉱業会社で1965年西オｰストラリ

アの鉄鉱石に関して新会社ダンピアマイニング会社に

統合された.西オｰストラリアではブロｰクンヒル

プロプリエタリテイ会社はバｰス近くのクウイナナ

(Kw血㎜a)において焼結工場･高炉･製鋼装置をつくり

そこには交易用圧延工場はすでに設備されていた.

おもな鉱床の稼行状況は次のとおりである.

西キンバｰレイのヤンピイサウンド地域のコッカト

ｰとニトランの両島の露天掘鉱山を操業する.南中央

のイｰノレガノレン地帯のコｰリヤノビング(Koolyano-

bbing)地域では採掘が始められるはずである.ノ･マ

ｰスレイ欽州ロｰブ川のテｰプデェノレ(Deepdale)地域

には山元の調査によれば豆石状褐鉄鉱の億トン代の

Fe53%以上の鉱石が存在するとのことである.ノ･マ

ｰスレイ欽州のオフサルミア山脈のホエｰノレバック

(WhaIeback)山地域では他の会社と共同操業が行なわ

れるはずである.ダンピアマイニング会社の操業は

1967年の終りまで年産約8百万トンの実際の出鉱を示

し年産10～12百万トンの鉱石生産能力を暗示する.

(1)ヤンピイサウンドの2鉱山

ヤンピイサウンドは南緯16｡の北およそ130k皿に位

する.これはコッカｰト･コｰラン･イノレバイン(Ir一

マine)の3つの鉄の島からなりイノレバインの鉄鉱床は

小規模恋ので埋蔵量と品位については他の2島に関し

てのみ引用することに､した(高い水準を規準にして)

コッカトｰ島赤鉄鉱Fe64%18百万トン利用処理

用Fe45%6,5百万ドンコｰラン島おもな鉱体赤

鉄鉱Fe66.5%45百万トンFe58%5百万トン

このほかにこれら2っより小さい鉱体カミある.コッ

カトｰとコｰラン島の両島のおもな鉱体が海準面下付10

mまで広がることをダイヤモンド錐孔機によって確めら

れた.しかしこの部分の坑内採掘は大洋床を採掘す

る必要性と鉱石の脆い性質とにより困難である.コッ

カトｰ鉱体は崖の縁に板石状を征して産し長さ約2,000

m･幅は15mから45mまで変わり海準面上の最大の

130mである.おもなコｰラン鉱体は多分コッカトｰ

島の鉱体の連続と考えられ長さ2,600m一幅約30mで

海準上の最大の高さは17σmに達する.生産はコッカ

･トｰ島では1951年コｰラン島では1965年に始まった.

各島の現在の生産能力は年産約2百万トンであり日本

などへ出荷カミ保証される匁らばコｰラン鉱体の生産能

力を漸次上昇することができる.すでに10万トンの鉱

石が試験として出荷されその上契約の調印まで進ん

でいる.鉱石は脆く細粒のものをたくさん含む.

典型的分析はFe64.0%Si024.O%A12033,0%

S0.01-0.03%P0,015-O.025%Ti020.25%であ

る.コッカトｰ鉱床は珍しくも平らな床状鉄鉱層(傾

斜6ぴ～70｡)で数百平方mの地域にわたって完全に滑ら

かな表面をつくった面を見ることは珍しくたい.

(2)=1一リャノビング鉱山

これらの鉄床は南緯31物パｰスの東およそ450kmに,

位する.ドウスヒノレ(Dowd'sHi11)のおもな鉱体は

平原水準上130m上昇しFe62.0%40百万トンの鉄鉱

石を含むが他により小さい鉱床は15百万トンの鉱石を'

含むドウスヒノレの鉄鉱石はおよそ等しい割合で赤鉄

鉱と褐鉄鉱を含むかその鉱床は少なくとも380mの垂

直の深さまで滑石質岩の若干の黄鉄鉱を伴う磁鉄鉱の綿

として下方に続くことが錐孔により明らかにされている.

その上にダンピアマイニング会社はコｰリヤノビン

グの北西64た皿のブンガルビン鉱床の鉱区を所有する.

これらはFe58%の鉄鉱石約60百万トンを含むと見積ら

れる.ダンピアマイニング会社はドウスヒルの開

発をほとんど完成し採掘は1667隼に開始された.企

画した生産割合いは年産2百万トンである.その半分

はクウイナナ高炉において消費され残りはニュｰサ

ウスウェｰノレス(NewSouthWales)製鉄所に出荷さ

れた.典型的分析はFe61.4%SiO･4.0%A1星03

1.5%P0.13%S0.06%灼滅6.O%である.�
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(3)テｰプデェル地域

この会社は普通乾いたロｰブ川に沿うテｰプデエルと

ダッククリｰク(DuckC工eek)の近くにおいて赤鉄鉱

を伴う豆石状褐鉄鉱と針鉄鉱の混合した多数の鉱床を所

有する.緯度はおよそ22,301である.デｰブデエノレ

鉱床はタリフスウェスタンオｰストラリアンマイ

ニング会社(C雌sWestemAustralianMinhgCo･

Pty.Lt乱)によって所有されたユニド(Enid)山近くの

同様な鉱床に接しブロヅクマン鉱層から導かれた平頂

の地卓より柱りかって谷であった古い流に堆積した･

その地卓は周りの土地の浸蝕によってそのまま残された.

これらの鉱床は主として厚さ9狐と24mの間であるカミ

若干は120皿の厚さに達する.典型的匁分析は次のと

おりである.Fe56,5%H2010%Si025%A1203
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鉱石はペレット化されFe64%まで容易に上昇するこ

とができる.ダンピアマイニング会社はこの型の埋

蔵量としてFe55～57%20億トンと見積った｡

ダンピアマイニング会社はこの7月に日本との会

合において5カ年間にわたり4.25百万トンの鉄鉱石の

売却を申し込んだ.1966年50万トン(コッカｰトとコ

ｰランの両島からのもの)1967年75万トン1968-1969

-1970の各年1百万トン.積出し港本船渡しの鉱石の

大きさ:十0.6cm～一10cm(25～35%)十100メッシュ

～一〇.6cm(25～35%)一100メッシュ(35～45%)であ

る.富士製鉄会社は試みの出荷として11月μ,000トン

を受け入れる.八幡製鉄会社もまた試みの出荷を考え

ている.現在その鉱床を採掘する確な計画が1つも

桂い.

(4)共同事業

コロニアノレシュガｰリフインク会社(COlonial

SugarRefinbgCo.Ltd.)アメリカンメタノレクライ

マックス会社(AmericanMeta1C1imaxInc.)クリｰブ

ランドクリフスアイロンオァ会社(Cleve1andC雌s

工ronOreCo.)ブロｰクンヒルプロプリエタリイ会

社の4会社はホエｰノレバック山鉱床を開発すべく組合

をつくる意向を発表し各会社は要求された資本の25%

を出資した.現在の契約量と価格に対して日本の製鉄

所と交渉を進めている.

5.マウントニュｰマンアイロンオア会社

(MountNew皿anIronOreCompany)

この会社はノ･マｰスレイ欽州の東扇形のオプサノレミア

山脈の鉄鉱区を稼行する.最も重要な地域はホエｰノレ

バクッ山･オプサノレミァ山脈などである.探査は1963

年10月最も早く始められ1ヵ年間を要した.初めの

探鉱中大きさ･豊富さに関し世界的のホエｰノレバッ

クの埋蔵量を確かめるために220-76m格子規模の7

錐孔をつくった.その鉱床は長さ5kmの孤立した東

西峯でオプサノレミア山脈の南約8kmの平原水準上220

m6高さである.その平原は海準面上約500mである.

1966年6月確定埋蔵量は少放くともFe64%の330百

万トンであった.それ以来ダンピアマイニング会

社による錐孔が明確にその数字を増加した.潜在埋蔵

量は12億トンを数える.確定鉱石の平均分析は

Fe64.O%PO.04%Si024.5%Ai2031.8%灼

減1.7%である.表面以下184mの最深孔の底は鉱床

の中にあった.各180･nの2試験坑道は鉱床中を掘進

された.鉱石の露頭は強い摺曲を受けて北に傾く最

初3カ年間低度の剥土が行政われた.磁気調査は磁鉄

鉱の存在を一つも示さず単に広い異常のみカミ存在する.

マウントニュｰマンァイロンオア会社タリフ

スウエスタンオｰストラリアンマイニング会社

ダンピアマイニング会社の連合団は数ヵ月前に前二者

間の契約の再交渉を始めた.日本が厄介た買手である

ために多くの交渉後にクリフス会社は脱退した.

マウントニュｰマンとダンピアの両全杜はニュｰマ

ン山における共同操業の計画を続けた.日本の製鉄会

社とマウントニュｰマン会社との間のおも在相異はペ

レットの価格であった.もともとのマウントニュｰ

マン会社との契約は1億トンの鉱石と71.4百万トンのペ

レットに対してであった.ペレットの価格は連合団で

はトン%当り6.88円に対して日本側は6.77円で反対

した.日本の製鉄会社はさらにおくれ狂いために全

開発を遂行すべき欲望をもっており交渉はなお続けら

れている.

6.クリヲスウエスタン才一ストラリアンマ

イニング会社(C雌sWestemAustralianMhhg
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この会社はロｰブ川地方の637平方k㎜地域において

豆石状褐鉄鉱と赤鉄鉱の5億トン以上の鉱石を含むユニ

ド鉱床を開発採掘する権利を持っていた.インド洋上

最初に提案された出荷港ケｰププレストン(Cape

Preston)からその鉱床は110kmのところに位する.

十分た探査から比較的容易に採掘される地卓型鉱床の

埋蔵量として平均Fe57～58%約1.5億トンが示さ

れた.その鉱床はペレット化に免じてどん狂濃集も利

用処理も行たわれないでペレット化過程のみによって

Fe63%以とのペレットが生ずることカミできる.

山元の調査によるとシルバｰグラスの鉱床は幅数�






